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このたびは日立才ーブンレンジをお買い上げいた 
ださ、まことにありがとうございました。このクク 
レットガイドをよくお読みになり、正しくご使用く 
ださい。お読みになったあとは、保証書とともに 
大切に保存してください。 


曰立オーブンレンジ 稼庭用 I 
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※この商品は待機時消費電カオフ機能があります。ドアを閉じた状態で表示窓に「0」が表示されているとさは、10分 
後に自動的に電源が切れます。電源が切れた繳ま、ドアを開閉すると再び電源が入りキーを受け付けます。 
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ククレツトガイドの見かた 


■加熱表示 

才ート調理の加熱方法 
を表のします。 


レンジ 

11 

[ グリル ] 

1 

卜-フン) 

レンジ加熱 

グ U ル加熱 

才-プン加熱 
寸-フ.ン 

レンジ/ 
1/^- ブ : J 


レンツ/ 
/グリル‘ 



■調理方法の表示 

調理キー、出力、温度、加熱時間はなのよラに表示します。 

♦オート調理のとき 

をたため]ごごはん]医牛乳]藤しもの1(|3点司区重ね蒸し I ) ••ぃ 


防 \ M 解凍 (巨 さしみ尼解凍 I ).... 区リツ網 網焼き （[7 冷蔵 I 


■付属品の表示例レンジとォ-ブン編レンジとグ I 」編 ffl ォ-ブンとグ誦併用 固令凍]) 


[9 アイスクリーム I 日0クッキ_]111ケーキ] 


巧 を 

f 黒角皿2が'! 
レホー□一 製 ) J 


バター□ール 1113グラタン I 

♦手動調理のとき 


[18 葉•果菜] G ；9 根菜 I 


晒度觀製 


/ ™ 





手動謂理キ ー— に^ 好-ブン11圈発酵1 (レンジ） 

レンジの出力- 「レンジ17日日 WlH ^ 突巧雨！レンジに加 WII レンジ|1日 owl 
才ーブンの湿度一[_ 25 〇む 」 [ 2 iog • • . nro ii 厕.• 厕 
ち時間-略2分 I を〜3分 I 


焼網^ 

^ ■料理編に使われる単位は、次のとおりです。 
■加熱時間の目をは、食品溫度(常湿)を基準にしています。カロリー： Ikcal (キ□力 nu -) 二 4.18 kJ (キ□ジュール） 
■料理写真は調理後、盛りつけたものです。 容量：]のし(ミ|」リットル)=1(：じ（シーシー) 


( 黒角皿 
U ホー □-! 


焼網 
黒角皿 


f スチームカバづ 
スチームフレート 
、白角皿^ 


手動調理 


才—卜調理 


取扱説明編もくじ 


2 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あ 
^なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 


おをしています。その表示と意昧はなのよラになっています。内容をよく理解して 
から本文をお読み < ださい。 


A 危険 

A 
A 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ危険が差し迫って 
生じることが想定される内容を示しています。 


，パーこの表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
ご ち 人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定され 
る内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
B 人が傷害を負う可能性が想定される内容およ 
/ I クとみび物的損害のみの発生が想定される内容を示 
しています。 


給表示の例 

A この記号はを意（危険•警告を含む）を促す内 
/1\容があることを告げるちのです。図の中や近 
、 傍に具体的なミ主意内容が描かれています。 

この記号は禁止の行為であることを告げるちの 
です。図の中や近傍に具体的な禁止内容が描か 
れています。 

この記号は行為を強制したり指示する内容 
を告げるちのです。図の中や近傍に具体的 
な指示内容が描かれています。 


0 

〇 


♦この機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな5ないでください。 

据え付けるとき 


ままのためがずお守り <だをい 



A 警告 


電源は定格1 5 Am 上の專用コンセ 
ントを単独で使い、他の器具と併 
用する分岐コンセントは使わない。 

(過熱- 発火. 乂災の原因） 



交流1 oovm 外では使用しない。 

〔火災-感電の原因） 


0 


包装用ポリ袋は幼児の手の届かな 
し、巧に保管または廃棄すること。 

(頭か5かぶるなどすると、 □ 

や責をふさぎ窒息する恐れ） 


〇 


傷んだ電源コードや差込プラグ、 
ゆるんだコンセントを使用しない。 

减電-ショート•発乂の原因） 



部\ 


電源コード-是込プラグを傷つけ 
ない。 

電源コードを傷付けた0、破損した 
り、加工したり、無理に巧げたり、 
引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、重いをのを載せたり、はさみ 
込んだ0しない。 

(コードが破損し、火災 
-感電の原因） 


0 


► 燃えやすいちののそばに置いたり、 
熱に弱いものやカーテンなどをぶ 
づけない。 

(ヒーター使巧時の 
高温で引乂の恐れ） 



0 


•たたみ、じゆうたん、テーブルク 
□スなど熱に弱いちのの上に置か 
ない。 

(ヒーター使巧時の 
高遍で引乂の恐れ） 


0 


アースを確実に取り付ける。 

(故障や漏電の時の感電防止） 

取り付けは、販売店または電気工事店にご相談ください。 


〇 

アース 線接続 


■アース S 患子がある場合 

リード線の先端の皮をむを、アース 
端子付 コンセン トの アース 端テに確 
実に固定してください。 



切れ目 


■アース端子げない場合 

アース線の接地工事には「電気工事±」の有資格者び工事するよラ法 
律で定められています。お舅い上げの販売店か、お近くの電気工事 
店にご相談ください。（工事は有料） 

ご注意 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続はやめてください。 


♦ 次の場合は、電気工事±の有資格者により□種 
接地工事娘地抵抗100 n な下）をずることが 
法律で義務づけ5れています。必ず電気工事 
店に依頼してアースエ事をしてください。 


湿気のをい場所 

♦水蒸気び巧満する場所參主間、コンクリート床 
♦酒、しょうゆなどを釀造、または貯蔵する場所 


水気のある場所 

この場合、漏電しゃ断器の取り付けを義務づけられ 
ています。 

♦水を取り扱う±間、洗い場など水気のある場所 
♦地下室など常に水滴び漏出したり、結露する場所. 



才—卜調理 


手動調理 


ご使用の前に 
ご使用の後に 


3 





































































































































































































































(安全のため必ずお守りください） 

据え付けるとき 


A ま意 


本体は壁などとの間をあける。 

(過熱して発乂する恐れ） 

ち記寸法を離してち調理物の油で巧れ 
たり結露することがあります。排気が 
直接壁にあた!5ないように 
据え付けてください。 

あらかじめアルミホイルを 
壁面に貼るとちれを防止で 
さます。後面びガラスの場 S 
合、温度差で割れる恐れび 
あるので2日 cmi ； Lb あけて 
ください。 


〇 



ずき間があってら5面を 
囲む設置はしない。 

(過熱による発火•壁の 
ミちれ•機能低下の原因） 



0 


♦水平で丈夫な場所に置く。（振動•騒音-本体落下の原因） 

•ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線か 53 mm 上離ず。 

(雑音や映像の乱れの原因） 

受信感度が弱い場合には、さ6に雑音がルさくなるまで離してください。 
•落雷の恐れびあるときは、差込プラグをコンセントか5巧く。(故障の原因） 


水のかかるところや熱気、 
乂気の近 < で使わない。 

(感電*漏電の原因） 


0 


使用前に包装材は全て取り 
除くこと。 

(発火•火災•やけど 
の原因） 


〇 


電源コードは、排気□や 
温度の高い部分に近づけ 
ない。 

(乂災-感電の原因） 


0 


使用するとさ 


A 筒埃 


改造は絶巧にしない。また、ヴー 
ビスマン m 外の人は、分解したり 

修理しない。（火災•感電•けがの原因） 


穴やずき間などに指や物を差し込 
まない。特に子供のいたず5など 

に注意。（けび、感電や故障の原因） 



y 


Q 

防 

⑩ 



分解禁止 


0 


A 警告 


子供だけで使わせたり、幼児の手 
の届くところで使わない。 

(やけど-感電-けがの恐れ） 


0 


調理中に差込プラグを巧き差しし 
ない。（乂災•感電の原因） 

抜くとさはとりけしキーを 
押した後にしてください。 


0 


A ミ主意 

レンジ加熱では、ゆで卵は絶巧に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼きやおでんのゆで卵 
などのあたためらしない 。 Cv 

(破裂してけがの原因） 

白角皿(耐熱セラミツク製)に衝撃を 
加えない。（破損してけがの恐れ） 

特に食品の出し入れのとさ 、 /TN 
白角皿のふちに当たらない VV 
ようにしてください。 

レンジ加熱では、びん類など密封さ 
れた食品は栓やふたをはずし、膜や 
殻つきのものは、切れ目や 
割れ目を人れる。 

(破裂してやけどやけがの原因） 

ドアに物をはさんだまま使わなし、。 

(電波漏れによる障喜の恐れ） 

本体の上に物を置かない。 

(過熱してこげ•変形の恐れ） 

0 

吸排気□をふさがない。 

(過熱して故障の原因） 

0 

電子レンジが輯倒-落下した場合 
は、使用せず、点検を依頼ずる。 

(感電や電波漏れの恐れ） 

ドアに無理な力を加えたりぶ5さ 

が5ない。 グ、 

(本体が倒れてけがや IX ) 

電波漏れの原因） 

差込プラグの巧き差しは、コードを 
持たずに、必ず差込プラグ 
を持って行う。 

(感電やショートして発火の原因） 

巧類の乾燥など調理 L ソ外 
の目的に使わない。 

(発煙-乂災-やけどの原因） 

V 

調理後の食品の出し入れに 
注意ずる。（やけどの原因）®# 

レンジ加熱でも容器やテーブルプレ 
ート、白角皿などび熱くなることび 
あ 0 ます。 

長期間使わないときは、必ず差込プ 
ラグをコンセントか5巧く。> 

(絶縁劣化による感電- fit ； 

漏電乂災の原因） 

J 



ち全のため必ずお守りください 


4 


使用するとをレンジのとき 


A 注意 

食品は加熱しずぎない。 /CN 

• 突然沸とうして飛び散ることがある 
水、飲みもの(牛季し、酒、コーヒーなど)、カレーやシチ 
ユーなどのとろみのあるちの、油脂分の多い生ク U — 

ム、バターなどは加熱中や加熱後食品を取り出すとさに 
飛び散り、やけどの恐れびあります。 

※飲みものはスプーンなどで加熱前にかさ混ぜます。 

♦こばたり燃える恐れがある 
少量の食品( I 日日 g 未満)、水分の少ない干わの、加熱さ 
れやすいまんじゅラやノ くン類、温度の上がりやすいあん、 
チョコレート、油脂分の多い揚げわの、バター、サラダ 
油などはこげたり、燃える恐れびあります。 

* 少量の食品をオート調理で加熱しないでください。 

* ククレツトガイドの指定分量外のとさは手動調理で 
様子を見なびら加熱します。 

♦I あたため I で飲みものを加熱しない。 

(沸とうしてやけどの恐れ） VV 

• 金属の調理道具やアルミなどで加工したプラスチ 
ック容器、付属の黒角皿(ホー□—製)は使わない。 

アルミ道を使うときは加熱室内壁、ドアファイン V V 
ダーや加熱室底面のテーブルプレートに触れな 
いようにする。（乂巧〈スパーク〉、故障の原因） 

•加熱室底面のテーブルプレートに衝撃を加えた /TN 
り、水をかけない。 V V 

(加熱室底面のテーブルプレートが割れて乂巧 
〈スパーク〉、故障の原因） 

♦割れたとさは、そのまま使用せずにお買い上 
げの販売店に相談する。 

•吿詰やレトルト食品はちや袋のままで加熱 /TN 
しない。（义花〈スパーク〉、こげ、破裂の恐れ） 

アルミ包装は加熱でさません。容器に移しか 
えて加熱します。 

•乳幼児のミルクなどをあたためるとをは仕 flA 
上がり温度を確認ずる。（やけどの恐れ） 

•ラップをはずずときや蒸しものセット(蒸し器） 

のスチ-ムカパ-を取るときは、注意ずる 。 mm 
蒸気が一気にでる場合びありまず。（やけどの恐れ) 

J 

•加熱室が空のまま加熱しない。 ( r \ 

(異常高温になり故障の原因） 

•鮮度保持剤 ( fl な酸素剤など)を入れたまま、 

また包装にラベルやテープを貼ったままで ( V ; 
加熱しない。（燃える恐れ） ^ 

V 


グリル、オーブンのとを 


A ま 后、 

•使用中や終了後しば5くは、ドア、キャビ 
ネット、加熱室、黒角皿、白角皿、焼網、 

テーブルプレート、その周辺に素手でふれ 接触禁止 

ない。（やけどの原因） 

•熱くなったドアや加熱室底面のテーブル 
プレートなどに水をかけない。（割れる恐れ） 

V 

• 調理が終わつた5ずぐに取り出ず。 

馀熱で焼け過ざになる酬1) 

• 食品の出し入れは厚めの乾いたふきんや 
付属の才-ブン用手袋を使う。（やけどの恐れ） 
•プラスチック容器をヒーター加熱しない 。 iTN 

(発火の恐れ） 


レンジ、グリル、オーブンのとを 


A 


迂局 


食品くずをつけたまま 
使わない。（燃える恐れ） 



〇 


加熱室内で食品が燃え出したときは、 

1. ドアを開けない。（勢いよく燃える恐れあり） 

2. とりけしキーを押し、運乾を止めてか5、差込プラグを抜く。 

3. 本体か5燃えやずいらのを遠ざけ、鎮乂ずるまで待つ。鎮乂 
しない場合は、水か消乂器で消ず。そのまま使用せず、必ず 
販売店に点検を依頼ずる。 



お手入れのとを 


A 警告 1 

めれた手で差 
はしない。 

(感電やけが 
の恐れ） 

込プラグの巧さ差し 

めれ手禁止 

差込プラグの刃および刃の取り付 
け面のほこりをよくふく。 

(乂災の原因） 

本体の掃除は、必ず差込プラグを巧 
き本体が冷めてか 5 行う。 

(やけど•感電 

の恐れ） -： g)J 

巧 J 


5 


—靈 Q たを婆導0< ださい 






















































































料理に合わせて I レンジ I けリル1|才~ブン I IPAM 発酵 I 
を選びます。 


r レンジ I :押すと ^ンジロ 00 W 1 4 I レンジ I ち 00 W 1 4 

I レンジ | gOOW | 岭 I レンジ1100 WI の順にセットで 
さます。 

I グリル I :押すと I グリル I がセットできます。 

I オーブン1:1度押すと「予熱なし」 

: 2度押すと「予熱あり」になります。 

IPAM 発轉 ：かんたんパンや、ヨーグルト、納豆の発酵に 
使います。 


タイ7—セツト夺一 



加熱時間をセツトするときに使います。 ^ンジロ oowl 
I レンジに 00 W | I レンジに 00 W | I レンジ| 1 日 owl [WJUj の加熱時 
間は30分計、 厅~ブン IPMl (レンジ) 、 I 才ーブン im 
は9日分 (1 時間3日分)計になります。ただし、リレー加熱の 


r レンジ T 700 V ^ r レンジち日日 W | は30分計、 I レンジを日日 W | I レンジ ロ 日日 W | 
はそれぞれ90分計になります。 


温度調節夺一 


今32 • 33 • 3日ページ 


r オーブン1 の温度を調節するとさに使います。 

「あげる」とさは I ；黃を押します。 

「さげる」とさはを押します。 

I オーブン I 加熱中に押すと、設定した温度を約2秒間表示 
しぶ^ 〇 


加熱室のにおいが気になるとを使いま 
す。 


とりけし夺一 


間違えて操作したとさ、加熱を途中で 
止めるとさに押します。 


スタートキー 


オート調理と手動調理のとさランプ 
(•) び点滅します。 

キーを押すと庫内なび点灯し、加熱び 
始まります。 

加熱び始まると （ • ）び消えます。 
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PAM 解凍 パリッ庫 

15 さしみ 6 解凍 I 17 ぶ蔵 8 冷凍 1 9 ァィスグ J - ム 
10 クッキ- 11 ケーキ 12 バタ-口叫レ 13 グラタン 14 茶わん蒸し 
巧揚げもの 16 焼きもの 17 炒めもの 18 葉•果葉 19 根菓 


る pB のなまスとはたりを 

操作/ V " ネルのはた5を 


待機時消費電カオフ機能 - 

> 11 

ぺージ 

■ 

操作手順表示機能 


ドアが閉じた状態で表示窓に" 0" が表示されている 
ときは1日分後に自動的に電源が切れます。 

電源が切れたあとは、ドアを開閉すると再び電源び 
入りキーを受け付けます。 


操作キーを押すと、続いて操作するキーのラ 
ンプび点滅します。 


表示窓 


オートメニュー番号、使用する付属品(黒角皿 
、白角皿、蒸し器)、仕上がり調節、加熱ち法、 
加熱時間、温度、皿受棚の上下位置を表示し 
ます。（表示はイメージ図です。） 


•強予熱 


ブリルレンジオーブン m 返す発酵 
•王設定 iOMniniw で白皿上段 
:? mslyl 黒皿 

•弱才-卜分！ JU ホ少亂器下段 


3点似4重ね蒸し才ートメニユ- 


だ 9 ミ咬患感苗 )| 1 、 1 〇句 vii) ^!〇妥 I © ( 牛乳） (< I - 


各部のなまス 

巧!^ 夕^— 

加熱室後部に内蔵されています。 

上ヒーター 

加熱室天井部に内蔵されています。 

テーブルプレート (セラミック 製) 

調理するとさは必ず加熱室底面に 
セツトしておさます。 

庫内：!:了 
皿受棚- 

黒角皿、白角皿をのせます。 

ドア - 

加熱中にドアを開ける 
と、庫内なび消えます。 

ドア八ンドル 


ドアフアインター 



操作パネル 



オー ト調理 

好みのメニューをセンサーとマイコンび自動調理します。時間や温度設定の必要がありません。 


19種類のメニューがオート調理でさます。メニュー 
番号は表示窓に表示されます。 


戶 AM 解葡阮し别 〜 n 9根菜 I をセットするとさは、 
表示窓に日が表示されている状態で、(乃または g 
を押します。 


1段/2段夺一 


[ To クッキー|口 2バター□—ル I で' 1段(黒角皿1枚）にする 
ときに押します。もう一度押すと S 段(黒角皿 S 枫 
にちどります 


仕上がり調節夺一 


オート調理のとさ、用途や好みに応じて使います。 


あたためキー 


反たため | 、 | 解凍あたため I のとさに使います。 
キーを押すだけで自動的に加熱します。 


各部のなまえとはた5さ 


ご使用の前に 


各部のなまえとはたらさ 
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ご使用の前に 

























































































































































付属品の種類 


I 白角皿1枚 

(耐熱セラミック製）強い衝撃を与えると割 
(皿受棚、テーブルプレれることびあります。 


〇 巧は使える。 

X 巧は使えない。 


- H このせます。） 


■黒角皿2枚 

(ホー□-製） 

(皿受删このせます。） 


急;令すると、変形の原 
因になります。 



■焼網 

テーブルプレート、黒角皿にのせて使います。直乂 
で使うと、変形の原因になります。焼網は手動調理 
でち料理編に記載してある使いかたに限り使えます。 


Mm 


■蒸しものセット(蒸し器） 

白角皿にスチームプレート 細 m 賊 

とスチームカノ (一をかぶせ、 I し ふ ..…\ 
セットして使います。_スチ^ムプレート 

■テーブルプレート（セラミック製） 

調理するとさは必ず加熱室底部に / 

セットしておさます。 

急;令すると割れることびあります。 




スチームカバー 




X 


X 

トト調理の 


阻 ム迪臟 き 
IM 1 S には 

使えます。 


才-圈の 

fca 醒 

SMB こ使います 


X 


■オーブン用で袋 

調理後、黒角皿などの付属品を取り出 
すとさに両手で出し入れします。 

洗濯すると色落ちすることびあります。 
ミ主意して < ださい。 

黒ち曲礁網 



才ーブン用手袋 (2 個） 


■ククレツトガイド 

体動 

■保証書 


テーブルプレートの 

出し入れのしかた 

<セットずるとをは 

テーブルプレートの"テマエ"表示彻 
を両手で持ち、加熱室底面の3個 
のグラムセンサーに衝撃を与えな 
いよラに奥まで入れて静かに加熱 
室底面にセツトします。 


<テーブルプレー トを取り出ずとまは> 



てーブルプレートの丰刖を 
両手の指先で奥まで押し、 
軽く持ち上げてからテーブ 
ルプレートの下に指先を入 
れて両手で持ち上げてから 
取り出します。 

調理後のテーブルプレート 
の取り出しはテーブルプレ 
ートとその周辺び熱<なつ 
ている場合びあるのでミ主意 
して < ださい。 



指先で奥まで押して軽<持ち 
上げる。 

导 



テーブルプレートの下に指先 
を入れて両手で取り出します。 


グラム•ポジシ3ンシステムの 
日点調節のしかた 

巧]めて使う前に、0点、調節をしてください。 

♦オート調理のとをにグラム-ポジションシステムを正しく 
はたらかせるために基準を合わせます。 

♦曰常ご使用の際ち、とさどさ日点調節を行って基準を合わ 
せて < ださい。 


操作の手順 


差込プラグをコンセントに差し込む 


♦表示窓に何ち表示されません。（待機時消費電カオフ機 
能のためです。11ページ参照） 

ドアを開けると 〇 のように表示します。 



〇 


ドアを開ける 


0 


0 加熱室底面にテーブルプレートをセツ 
卜ずる 

※加熱室の底面の3個のグラムセンサーおよび加熱室内面に 
衝撃を与えないよラに加熱室底面にセツトします。 


グラムセンサー、 


巧 


4 


0 ドアを閉めてとりけし夺一を 
3秒間巧し続ける 

※ピッとブヴーび鳴り、数秒間庫内なび点灯し 
ます。庫内丹び消巧し、日点調節び完了し 
ます。 



ご使用の前に 


付属品の種類/テーブルプレートの出し入れのしかた/グラムポジションシステムの〇点調節のしかた 
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を烧をのしかた 

グラム-ポジションシステムの 
0点調節が完了した後、ご使用 
の前に、油やにおいをとりのぞ 
くため、加熱室の空焼きをして 
<ださい。 

※油の焼けるにおいや煙び出ることびあ 
りますので必ず窓を開けるか、換気扇 
を回してください。 


操作の手順 


ァーブルプレート 
をセツトしてドア 
を閉める。 




〇 


脱臭夺一を巧す 



0 


スタート夺一を巧ず 


2度巧しは解凍あたため 



グリル 


途中で変わる 


才ーブン 

is.r 


ム IU 档 


厂グ 空焼さが終る 


IJ 


.終了音が鳴った5 


A 注意 


空焼きの加熱中や終了後しば5 
くは、ドア、キャビネット、加熱 
室、その周辺にふれない。 

(やけどの原因） 




ほえる容器、巧えない容巧 


OE 口は使える。 X 巧は使えなし、。 


\\ 加熱の種類 

容器の種類 

電子レンジ加熱 

ヒーター 加熱 
( グリル、 \ 

1 才ーブン加熱 j 

巧 

ス 

容 

器 

耐熱性のガラス容器 

加熱後、急冷すると割れ 
1 J ることびあります。 

加熱後、急 
;令すると割 
1 J れることび 
あります。 

耐熱性のないガラス容器 

強乂 ガラス、 @ 

ヵットガラス、 1 ! 
クリスタルガラスなど覇 

X 

X 

陶 

器 

磁 

器 

耐熱性のある陶器-磁器 

ココット皿、^^^:^ 
グラタン m など^ 

〇 

〇 

日常使っている陶器•磁器 

茶わん、 一 

皿など 

ただし、派手な色絵つけ、ひび模 
様、金、銀模様のあるちのは、器 
を傷めたり、义花びでるので使え 
CJ ません。また素焼さの陶器など吸 
? J (性の高いものや圖躺浸水させ 
た陶器、磁器は熱くなることがあ 
るのでを意して < ださい。 

X 

2 

ス 

チ 

ツ 

ク 

容 

器 

耐熱性のあるプラスチッ 
ク容器 

ポリプ□ピレン製など 

耐熱温度び14ぴのちの 
で、「電子レンジ使用可」の表示 
のあるちのを使います。ただし、 
砂糖、バター、油を使った料理 
などは高温になり、容器び溶け 
てしま5ので使えません。 

ただし、「グ 

IJ ル、オー 
ブン使用可」 
/\備示のあ 
るちのは使 
えます。 

その他のプラスチック 
容器 

戀 © 

耐熱温度び14ぴ C 未満のちの 
(ポ U エチレン、スチ□ール樹 
月 g など)や耐熱温度び高くても、 
. ^電波で変質するちの（メラミン、 
X フエノー ル、： 1 U ア樹脂、アル 
y ^ミなどで表面加工した樹脂な 
ど）は使えません。ただし、 
| PAM 解刮 のときにだけ、発泡ス 
チ□ールのトレーび使えます。 

X 

ラップ*^ 琢 

耐熱温度び14ぴ Cl ； Lb のちの 
は使えます。ただし、砂糖、 

( ^バター、 油を使った料理など 
は高温になり、ラップび溶け 
てしまラので使えません。 

ただし、発 
X 酵では使え 
ます。 

金属容器、金串、 

電波を反射するので使えま 
. せん。ただし、アルミホイ 

ルはこの性質を利用して加 
熱しすぎの部分をおおうな 
ど、部分的に使えます。 

ただし、取 
つ手びプラ 
C J スチックの 
ものは使え 
ません。 

竹、木、藤、紙、ニス、 
うるし塗り容器など 

こげたり、塗りびはげた 
0、ひび割れすることび 
あるので使えません。特 
Ky に針金を使っているもの 
ノ、は燃えやすくなります。 
ただし、竹串、楊枝、紙は 
料理編に記載している使 
いかたに限り使えます。 

ただし、石川 
酸紙や耐熱 
V 性の加工を 
へ 施した紙製 
品は使えま 
す。 


国電モレンジ加熱とヒーター加熱を間違えないでください。間違えると食品や容器が発煙 I 
発乂することがあります。加熱スタート後、加熱の種類を確認してください。 

国プラスチック類は家庭用品品質表示法に基づく耐熱溫度表示をごらんください。 

■ I 材質や耐熱溫度がわか5ない容器は使わないでください。 


ご使用の前に 


空焼さのしかた/使える容器、使えない容器 
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加熱のしくみこのオーブンレンジについて 



電波(高周波)で食品を加熱します。 
電波(高周波)には3つの性質があります。 


水分を含んだ食品に 
は「吸収」されます。 

ガラス、陶磁器など 
の容器では「透過」し 
ます。 

金属にあたると「反 
射」します。 


食品に吸収された電波は、水の分子のまさつ 
運動を活発にし、熱を発生させます。このま 
さつ熱で食品をスピーディーに加熱します。 

レンジ加熱の特長 





スピーディーで 

経済的です 


水を使わないの 
で栄養素び保た 
れます 




色や形、風昧び 
保たれます 


が 


盛りつけたまま 
で加熱でさます 



食品を上ヒーターで加熱し、食品 
にこげめをつけ、中はやわらか< 
仕上がります。 


が壓 


熱風 ヒーターと 上 ヒーターで 加熱室 
の温度を均一に保ち、食品全体を包 
みこむようにして焼き上げます。 


r 、 

•グラム•ポジションシステムとは ••• 

食品の重さを3個のグラムセンサーで計測して食品の位置を検出し、さ S 
に加熱室内の温度や蒸気を計測することにより食品に最適な調理時間を設 
定するシステムです。グラム-ポジションシステムを正確にはた S かせ 
るために、日常ご使用の際に、とさどさ日点調節を行って基準を合わせて 
ください。 （8 ページ参照） 


♦電子レンジの高周波出力(手動調理)は700 W でず。 

このオーブンレンジをお買い上げいただく前にお使いになっていた電子 
レンジ(高周波出力び己 00 W や目0日 W のとさ)の加熱時間に比べて！〜2 
割ほど少ない時間でセツトしてください。 


♦蒸しもの料理が作れる蒸しものセット禱し默が付いてい 
ます。 

使いかたや料理の〕ツは蒸しもの ( 同点巧4重ね蒸し ) (19 ページ)、 

ん蒸て] (25 ページ)を参照します。 


•同じ食品を2個じ(上加熱ずるときは 

分量を同じくらいにして、テーブルプレートの中央に寄せて置きます。ただ 
し、メニューによっては中央をはずして置く場合びあります。料理編を参 
考にして食品の置く位置を確認してから加熱してください。 


•違う種類の食品を同時にあたためるときは手動調理で 


•オート調理で加熱すると仕上がりに差がでることがあります。 ンジ [ 
700 W か。ク习己0胃で様テを見なが5加熱します。 


♦オーブン料理のとさは 

•市販の料理ブックやお好みのメニューを作るとさは料理編の類似したメ 
ニューの時間と温度を参考にして手動で様テを見なが e 焼いてください。 
•オート調理で記載しているメニューを手動で調理する場合は43ページの 
"加熱時間一覧表"を参照し、オーブン温度と焼さ時間を目安にして焼さま 
す。 


•オーブンを使いこなすために 

オーブンにはそれぞれ"くせ"びあり、料理編に記載しているち法で加熱し 
てち、焼さ色が濃かったり、薄かったりすることがあります。仕上がり調 
節を使い分けたり、設定温度を1日〜20で上下させたりして調整します。 
焼さ色が足りないとさは3〜日分ほど追加焼さをして調節してください。 


•焼きムラが気になるときは ••• 

加熱途中で食品の前後を入れ替えたり、上下段の焼きムラび気になるとき 
は、調理の途中で黒角皿の上下段を入れ替えます。このとさ黒角皿や加熱 
室び熱くなっているので注意してください。入れ替えるとさは厚めの乾い 
たふさんや付属品のオーブン用手袋を使い両手で入れ替えます。 


♦加熱中のドアの開閉は 

加熱室の温度び下がってしまラのでドアの開閉は手早く控えめにしてくだ 
さい。 


•調理後の食品の出し入れにま意をして 

レンジ加熱でち容器やテーブルプレートび熱くなるとさびあります。ミ主意 
して取り出してください。 


ご使用の前に 


加熱のしくみ/この才—ブンレンジについて 


〇 

J— 



巧つておいていただをたいこと 


必ずククレットガイドに記載している方法でお使いください。 

記載している方法でお使いいただかないと、上手に仕上がらなかったり、故障の原因になります。また場合に 
よっては発煙-発乂-やけどなどがおこる恐れがあります。 

待機時消費電カオフ機能について 

オーブンレンジを使用していないときの電力を節約するため10分後に自動的に電源を切ります。(表示窓の" 0" 
表示が消えます)。キーを押しても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り麽示窓の" 0" 表示が点なしま 
す)キーを受け付けます。 

♦ ドアを閉じた状態で差込プラグをコンセントに差し込んだだけでは電源び入りません。一度ドアを開けてください。 


仕上がり調節丰 一(§§) について 

オート調理の仕上がりを、用途や好みに合わせて加減するとき使います。 


(3 段階調節） 
(強） 


匠 AM 解凍 1 ( 巨 さし 圳 6解凍]) I パリッ廣 網焼き （区 冷励 [8 冷; 射) 西 クッキ- II にバタ-□-ル] ご 3 グラタン I 


[ T 5 揚げらの I 口6焼きらの1117炒めちの 1 のとき、3段階に調節できます。 

A 押すと國、\/押すと胃になります。通常は@になっています。 


(標準） 

(弱） 


>強 

>中 


面たため I 口 ごはん I 尼牛乳 I 禱 しもの 1 ( 同点/こ、 114 重ね蒸し I ) [TTy^l 14 純ん i 词 1 蝶 • 果萄巧根菜 I 
FMii (レンジ)のとを、5段階に調節できます。初めは@にセット してあります。 ^ を辛 は 
お好みの仕上がりにセットして使いますと、その仕上がりの目盛を記憶します。ただし、表示窓に" 0" 
が表示されている間、差し込みプラグをコンセントか S はずすと記憶されません。 


(已段階調節） 
(強） ••強 

W や強） • ♦ 
(標準）垂中 
W や弱） • • 
(弱） 垂弱 


•調節のしかたは、それぞれの調理のコツを参考にしてください。 

•仕上びり調節は 」 あたため 1 の場合、加熱時間を表示する前に行います。その他の場合、スタートキーを押す前に行い 
ます。 


グラム-ポジションシステムについて 

食品の分量をはかってオート調理するグラム-ポジションシステムが内蔵されています。 

食品の加熱前の温度、形状や材質、容器の種類によって食品の仕上びり温度は異なります。 

※調理をするときは必ずテーブルプレートを加熱室底面に正しくセットしてください。 （ C 02 表示び出て加熱できません。） 

づメ□ディー機能について 

調理スタート、終了等を、メ□ディーで楽しく知らせます。好みによってメ□ディー音をブヴー音に切り替えるとさは、 
差込プラグびコンセントに差し込まれている状態でドアを開閉して表示窓に‘‘□"を表示させてから、仕上びり調節キー 
V を3秒間押し続けます。ピッとブヴー音び鳴ったら、切り替えび終了です。同じ操作でブヴー音をメ□ディー音にも 
どすことびでさます。 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

加熱終了後、食品を取り出さなかったとさ、"ピピピ"とブヴー音び約1分ごとに3回鳴って知らせます。 

PAM 1000 W について 

高周波出力1 000 W は、短時間高出力機能(最大3分間)です。オート調理のあたため等の限定したメこューにのみ働きます。 

黒角皿、白角皿のセットは 

♦黒角 皿、 白角皿は熱風を円滑に循環させるため、加熱室の奥まで確実に入れます。 

♦黒角 皿、 白角皿は同時に使わないでください。上手に仕上がりません。 


^ 1T\ 1XV im 


もちは焼けません 

加熱室び大さいため、焼さ色びつさません。またトーストは加熱室び大さいため時間びかかります。 （7 己ページ参照） 


ご使用の前に 


知つておいていたださたいこと 
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